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明けましておめでとうございます。 

 平成の御代となって 30 年、いつの間にか一世代が経ってしまいました。まだまだ若い

と思っていた平成生まれの方々が社会の中核を担う時代となるのも、そう遠いことではな

いでしょう。 

 行く川の流れは絶えずして、しかも元の水にあらず。 

鴨長明の方丈記の冒頭の一節ですが、同じように見える川の水も、常に流れ移り変わって

同じ水ではないという、川の流れにたとえて人の世の無常、流転を表しました。 

 ただ、現代はあまりにも多くのことが起こり過ぎており、あまりにも多くの知りたくな

い情報までもが入りすぎています。川の流れは静かなものではなく、泥水が渦巻く濁流と

なってしまっているように思えます。一瞬ごとに世の中は変わっているのでしょうが、そ

れに惑わされることなく、静かに立ち止まっていたいという思いを抱きます。 

 世に流されず、のんびりと過ごす日々があるのも、人にとって大切なことだと思います。  

そのような感慨を持って、新年を迎えました。 

 この一年が皆さまにとって、心豊かなものでありますように。 

                                 2018 年正月 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。        院長 前田麻木 

前田病院は 2007 年 8 月に幸善町より現在の立花町へ移転して 10 年が経過いたしました。 

それに伴い、外壁の塗装工事を行っておりましたが、皆様には騒音や駐車場不足、通路の制限な

どで大変ご迷惑をおかけいたしました。お陰様で新年にはすべての工事を終了することが出来ま

した。建物だけでなく、私ども職員一同新たな気持ちで皆様をお迎えする所存です。 

2016 年に開院 100 周年の記念事業として福岡市で開設しました「天神オーバーナイト透析

&内科」も無事 1 年が経過し、今後も伊万里でも福岡でも透析治療を継続しながらお仕事をされ

ている方の手助けになれればと思っております。 

また2017年より厚生労働省において糖尿病性腎症重症化予防プログラムが策定されました。

現在透析の原因疾患は糖尿病が第 1 位となっています。糖尿病性腎症は糖尿病と診断されてから

ある程度の時間が経過しないと重症化はしませんが、自覚症状がないため気付かないまま進行し

てしまいがちです。まずは糖尿病と診断されてからきちんと治療を継続し、糖尿病性腎症を進行

させない事が重要になってきます。これらのことが皆さんにどのようにアプローチをすれば伝わ

るか、啓発にはどのような方法がよいかなどを佐賀県でもさまざまな職種を交えた会議が行われ

ており、当院からも糖尿専門医、腎臓専門医、糖尿病療養指導士が会議に参加しております。 

新たな 10 年、新たな 100 年に向けて当院の理念である「安心と信頼の医療を真心こめて」を

心にとめて、皆様の健康を考え、守っていきたいと思います。 

 

街角糖尿病教室      臨床心理士 島田由紀 

11 月 5 日に伊万里公民館祭りにて初めての街角糖尿病教室が開催されました。 

血圧・血糖値測定を行い、希望に応じて医師・看護師・管理栄養士・健康運動指導士・

薬剤師・臨床心理士が相談対応を行いました。42 名の参加があり、その中には高血糖

の方もいらっしゃいました。普段病院に通院していない方も今回のイベントを通して、

自分の体の状態を知る良いきっかけになったようでした。今後も未受診者の早期発見に

努め、地域の方々の健康増進に繋がるようなイベントを開催していきたいと思います。 

 

http://www.kouzen-tenjin.or.jp/
http://www.kouzen-tenjin.or.jp/


第 13回長時間透析研究会発表を終えて       腎センター看護部  石橋 諒一 

11/25～26 日に東京都市センターで開催された、第 13回長時間透析研究会において「患者の視

点から見た６時間透析」という演題で発表させて頂きました。発表にあたっては、患者さんに意識調査を行

い、今どのような思いで治療を受けられているのか理解することができました。 

  いざ発表の壇上に上がった時、700 席近くあるフロアーと視聴者を見渡し、全身が硬くなったのを今でも

覚えています。しかし、この発表をするにあたっては、メンバー全員で数ヶ月に渡り試行錯誤しながら取り組ん

できました。関わったスタッフの努力と想いまで伝わるよう、大きな声でハッキリと一言一言丁寧に発表しまし

た。発表の場は、自分の視野や見識を広げ、治療の質を高めることができる極めて有意義な機会でもあり

ます。これらの経験やそれから得られたものは、今後の看護に役立て、さらなる知識・技術の向上に努め、

患者さんに安心して治療を受けていただけるように精進しようと思います。 

最後になりますが、今回調査に御協力を頂きました患者さん、ならびにスタッフ、皆様に心より感謝致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 50回九州人工透析研究会総会ポスター発表を終えて 臨床工学課  金井田 哲 

12 月 4 日にヒルトン福岡シーホークで開催された、第 50 回九州人工透析研究会総会において「エン

ドトキシン測定装置トキシノメーターミニの使用経験」という演題で発表させて頂きました。今回が初めての

発表でとても緊張し、なかなか思うように発表を行うことができませんでしたが、今回のポスターを作製するに

あたり指導していただいた先輩方のおかげで 

無事に発表を終えることができました。 

この経験は次回の発表を行う際に必ず役に 

立つものになると確信しています。 

今回は水質管理の観点での発表を行った 

ので、これからも患者さんが安心・信頼できる 

医療を提供できるようにしっかりとした水質管 

理を行っていけるように努めていこうと思います。 

◆第 14回長時間透析究会のご案内 

 2018年 11月 24日(土)・25日(日)、福岡市にて第 14回長時間透析研究会が

開催されます。当院が幹事病院として携わらせていただくこととなり、また大会長を理事長

前田利朗が務めさせていただきます。医療従事者の方だけでなく、透析患者さんやご家族

の方、長時間透析にご興味がある方など、どなたでもご参加可能です!  

また第 13回の総会にて、長時間透析研究会の会長に当院理事長が就任いたしました。 

第 14 回に向けてスタッフ一丸となり準備してまいりますので、皆さまのご参加をお待ちして

おります!! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目 月 火 水 木 金 土(午前) 

腎臓内科  
前田篤宏（午前） 

山﨑政虎 

前田篤宏（10時～12時） 

山﨑政虎 

池田裕次（午前） 

前田篤宏（午前） 

野中枝理子 

前田篤宏（10時～12時） 

山﨑政虎 

九州大学医師 

(第 2・3週午前) 

前田篤宏 

山﨑政虎 

九州大学医師 

(第 1・2・4週) 

血液内科 
松﨑美和子 

北村浩晃(1５時～) 
松﨑美和子 松﨑美和子  

松﨑美和子 

久保田 寧 

松﨑美和子 

（月１回） 

呼吸器内科   木下義晃   
坂本篤彦 

（月２回） 

漢方内科   栗山一道(15時～) 栗山一道(午前)   

一般内科 
前田拓郎 

中島明希 

前田拓郎 

中島明希 
前田拓郎 

前田拓郎 

中島明希 
中島明希  

糖尿病内科 
前田麻木 

松田やよい（午前） 
前田麻木  前田麻木 

前田麻木 

（午前） 
前田麻木 

脳神経科     

一ノ瀬誠 

第２・第４※予約制 

(14:00～17:00) 

 

消化器内科 

 

内視鏡 

菊地宏樹 菊地宏樹 

菊地宏樹 

冬野雄太 

(9 時～16 時) 

別府剛志 
(9 時～14 時) 

菊地宏樹 
菊地宏樹 

（月２回） 

整形外科 

副島整形より
（午前） 

副島整形より
（午前・月２回） 

副島整形より
（午前） 

  

 

※受付時間（11:00 まで） 

外来診療担当医師 
受付・検査時間   8:30～12:00 / 14:00～17:00 

診療時間      9:00～12:30 / 15:00～17:30 

  *休診  土曜午後、日曜、祝日 

日本に古くからある、縁起物の“だるま”。起き上がりこぼしと融合し、倒しても何

度でも起き上がってくるということで『七転八起』という意味が込められていますよ

ね。【一度や二度の失敗で挫けてはいけない、何度失敗しても諦めずに立ち上がって努

力すること】人として大事なことですね！失敗が続くと、どうしても弱気になってし

まいますが…周りに支えてくれる家族や仲間がいる。そのことを忘れずに２０１８年

もだるまの様に頑張っていきたいですね！            Photo 古賀 

＊上記担当医師につきましては、都合により診療時間等の変更が生じる場合がございます。 

＊担当医に関するお問い合わせは、23-5101までお願いいたします。 

 

               明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。 

              さて本年はどのような一年が待っているのでしょうか？自然災害が少なく社会情

勢がうまくいって平和であることを祈るばかりです。 

 私は年々お餅を食べる量が減り一年中冷凍庫の中に入っている…そんな状態が続いています。 

皆様は如何ですか？ 子供の頃は今の時代とは随分違っていますから、どの家庭にも火鉢があり 

木炭で暖をとっていました。その火で餅を焼きシンプルに醤油をつけて食べていましたね。 

ミカンとお餅はおやつの定番でした。何だか遠い遠い昔話のような気がします。 

今年はお餅、何個食べるかな…。                         中村 

 

編集後記 


